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力に対して上下口唇を 3 分間閉じることを 1 回の




ローブをはさみ，最大努力で ₅ ～ 6 秒間すぼめる
ことによる多方位口唇閉鎖力を測定し，この測定




唇トレーニング開始 1 ， 2 ， 3 ， 4 週間後に測定























唇閉鎖力がコントロール群に比べて 3 ， 4 週間後
に有意に増大した．また，健常若年成人トレーニ
ング群および健常高齢者トレーニング群の測定期
間において口唇閉鎖力の左右の対称性は保たれて
いた．
　本研究結果から，歯科矯正治療において状況に
応じた口唇閉鎖トレーニングを行う場合に，その
方法の一つとして M パタカラによる口唇閉鎖ト
レーニングは有効であると考えられる．さらに，
高齢者においても，口唇トレーニングの効果が認
められたことは，捕食から咀嚼・嚥下と続く一連
の摂食行動機能に関連が深いと考えられる口唇閉
鎖力の低下を予防する方法として有用である可能
性が示唆された．
